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講習内容

19：00～19:05 オープニング

19：05～19:15 水管理を中心とした稲作技術向上/ 田中（農匠ナビ）

19:15～19:25 第1回モニター調査結果の報告/ 佐藤（農匠ナビ）

19:25～19:55 設置事例紹介（工藤様・斎藤様・林様）

19:55～20:15 質疑応答

20:15～20:20 今後のスケジュールについて/ 黒木（農匠ナビ）

20:20～20:25 閉会のご挨拶 /福原（農匠ナビ）

20:25～20:30 クロージング

20：30～21：30 交流会
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Zoomミーティング 機能の説明

カーソルを自分の名前
に合わせると、「詳細」
ボタンが表示されるの
で、「名前の変更」を選
択して名前を入力
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Zoomミーティング 機能の説明

質疑応答の際、
ミュート解除・
ビデオ開始で発言

ボタンが表示されない
・ Zoom画面のウィン

ドウ幅を広げる
・ 詳細[…]から表示
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研修会の注意事項

• 主催者側でZoom画面を録画し、YouTubeの限定公開で共有

• 発表資料等も農匠ナビHPにて限定公開を予定

参加者の皆さまへお願い（禁止事項）

• 研修会の録音録画

• 資料・動画URLの無断共有

• 参加者の情報公開
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田中良典 農匠ナビ株式会社

水管理を中心とした稲作技術向上
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第1回モニター調査結果
経過報告（仮）

佐藤のぞみ 農匠ナビ株式会社
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第1回モニター調査 概要

実施期間
2021年4月22日～8月31日

しつこく回答募集中
https://survey123.arcgis.com/share/fe05f3f3496e4ad1a83d822a84d33489

調査内容 農匠自動給水機の設置状況

質問項目
緯度経度、用水の入水口（給水管）、給水機の設置場所、固定

方法、ホースの種類、設置の難易、失敗例と改善策、写真

回答状況
回答者数： 19名、回答数： 67件

※参考 モニター人数： 34名、無償貸与台数： 計103台
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モニター台数と回答数の分布

17県29市町

無償貸与モニター 103台

回答台数 有償分の回答を含む

Fig. モニター台数の分布図 Fig. 回答の分布図
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給水管の材質・外径

Fig. 給水管の外径サイズ（n=67） Fig. 給水管の種類（n=67）

止水板にフリー傾斜パイプ（カナイ製）
を固定(秋田県)
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ホース長

ホース長60cm, マックスフローSD
(新潟県)

ホース長200cm, マックスフローSD
(島根県)

ホース長200cm
ポリダクトチューブ
(高知県)

短め

給水口の直近

購入ユニット1m

かなり長い

ホースが浸水？

Fig. ホース長のヒストグラム（n=67）
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給水機の設置高

給水機の高さ
68cm

↓

設置高55cm
(山形県)

設置高93cm
(広島県)

Fig. 給水機の設置高のヒストグラム（n=67）

かさ上げを要した
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設置のしやすさ(5段階評価)
設置台数が多い

高さ調整に工夫

回答人数では「３」が多い

可もなく不可もなく？

Fig. 設置しやすさ（5段階評価）の台数別・人数別ヒストグラム（n=67）
6



noshonavi©2021

設置が難しかった点

Fig. 設置が難しかった点の回答数（複数回答）
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設置が難しかった点（自由記述）

ホース 接続部で漏水、垂れ下がり、使っているうちにずれる・たるむ、

サイズなし（22cm）

センサー 固定方法、田面の高低差を考慮して設置、ごみ・タニシが詰まる、

本体 高さ調整が難しい（水口の深掘れ、水口と田面水位の高さ、水路の高さ）

支柱を内側に通して外からねじで固定したい

高さ調整の台を自作

砂・堆積物の掃除が必要

継手と本体の距離により昇降管が動作不良（ワイヤーのたるみ）

水路 水口が低く砂が入りやすい

給水管の切断を要した
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WebGIS ダッシュボードで調査結果の表示

回答をズームアップ

属性のポップアップ表示
・回答（個人情報、自由記
入を除く）
・写真

デモンストレーション
9



農匠ナビ自動給水機
設置作業の簡略化

農匠ナビ自動給水機
設置作業の簡略化

岩手県八幡平市
工藤 嘉充

事例紹介1



自己紹介

2

栽培品目と面積

主食用米 ： 5.7ha

飼料用米 : 4.7ha

合計 : 約10.5ha

米農家としてやっているのは、
冬に仕事をしたくないから…！



活動地域（田頭）の水田について
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 八幡平市のなかでも、ほ場整備が進んでいない地域（昭
和40年代に整備されたのが最後）

 水利は良く、多収で品質の良い米ができる



農匠自動給水機の導入について
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小区画のほ場が多い

筆数は75枚（10.5ha）

 ほ場が分散している

水管理に時間がかかるため

水見の省力化に注目



優先的に

農匠自動給水機の設置状況
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設置台数 ： ５台

設置場所

・水持ちが悪いほ場

・入水口が道路から
離れているほ場



1台目の設置で苦労した点
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高低差のあるほ場

 かさ上げが必要

しかし・・・

高さ調整が
難しかった…！

1台ならまだしも、
5台は大変・・・



設置台の作成
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設置作業（高さ調節）を簡単にするための専用台を自作

塩ビパイプ
と木板で
高さ調節

必要な高さ
は予め計測
しておく



設置台を使用した設置手順
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設置台を田面に固定 自動給水機を差し込む



設置台を使用した設置手順
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センサーを調整・固定ホースを挿入



設置後の動作・活用状況等

10

 電池切れで動作しなくなった機体あり

※昇降管が上がった状態でも電池交換できると良い

 それ以外は問題なく動作している

 水見の省力化に繋がっている（作業時間削減）

 ホースは塩ビ製で柔軟性のあるものを使った方が良い
（エレハントホースW型など）

ソケット
(VU100)

イメージは洗濯機の排水
ホース（外径:約114ｍm)

接着 ･ 入水口に取り付ける
だけ(バンドいらず)

・ 昇降管の上げ下げ
もスムーズに



ご清聴ありがとうございました



農匠技術開発プラットフォーム構築プロジェクト
農匠⾃動給⽔機のモニターに参加して

Nikaho City
Akita 

Toru.Saito 6th Aug 2021



1,⾃⼰紹介、独⾃の⼯夫や取り組み

2,秋⽥県にかほ市の稲作について、課題
3,農匠⾃動給⽔機の設置・活⽤状況、課題と解決策

⽔管理の課題と⼯夫
4,今後必要と思う稲作分野の技術開発、アイディア

5,おまけ



1,⾃⼰紹介、独⾃の⼯夫や取り組み

2,秋⽥県にかほ市の稲作について、課題
3,農匠⾃動給⽔機の設置・活⽤状況、課題と解決策

⽔管理の課題と⼯夫
4,今後必要と思う稲作分野の技術開発、アイディア



1,⾃⼰紹介、独⾃の⼯夫や取り組み
齋藤 徹 会社員
秋⽥県にかほ市在住
1963,1,4⽣れ 58歳
３⼈家族（私 妻 ⺟）
３⼈の⼦供（独⽴）
6⽉９⽇ ⼤潟村で
聖⽕ランナー経験︕

元々⽗親が兼業で農業を⾏って
いたが 16年前にケガがきっかけ
となり7年前に他界し 現在に⾄る

3か所に1.5ha弱の稲作（コシヒカリ）を作付け
農業は「難義をして⾏うものではない」「楽しんで作業を⾏う」を
ポリシーで 全ての農機を揃ている
婿にも これからの百姓は難義してやるもんじゃない︕と進⾔

秋⽥県にかほ市



1,⾃⼰紹介、独⾃の⼯夫や取り組み

2,秋⽥県にかほ市の稲作について、課題
3,農匠⾃動給⽔機の設置・活⽤状況、課題と解決策

⽔管理の課題と⼯夫
4,今後必要と思う稲作分野の技術開発、アイディア



2-1,秋⽥県にかほ市の稲作について
■ ⾯積 ■ 世帯等 ■ 普通作物・⼯芸農作物
総⼟地⾯積 24,113 ha 総世帯数 8,804 世帯 作付⾯積 収穫量
耕地⾯積 3,700 ha 農業経営体数 914 経営体 ⽔稲 1,960 ha 11,400 t
　⽥耕地⾯積 3,280 ha 総農家数 1,071 ⼾
　畑耕地⾯積 416 ha 　⾃給的農家数 186 ⼾

　販売農家数 885 ⼾
■ ⼈⼝ 　　主業農家数 154 ⼾
総⼈⼝ 25,324 ⼈ 　　準主業農家数 334 ⼾
農業就業⼈⼝ 1,325 ⼈ 　　副業的農家数 397 ⼾



2-2,秋⽥県にかほ市の稲作についての課題

 ⽶価の回復が⾒込めない中、稲作中⼼の農業では農業所得の確保が難しくなっ
ており、⽔稲単⼀経営から園芸作物との複合経営を⾏える体質への転換期

 地域農業の中⼼となる担い⼿と新規就農者の不⾜

 「持論」
いくら仕組みや補助制度を充実させても 最後は「担い⼿」に繋がる
→この⼈⼝減少の中で どのように農業に興味を持たせるのかが

⼀番の課題と考える
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3,農匠⾃動給⽔機の設置・活⽤状況、課題と解決策

⽔管理の課題と⼯夫
4,今後必要と思う稲作分野の技術開発、アイディア



3-1,農匠⾃動給⽔機の設置・活⽤状況、課題と解決策
⽔管理の課題と⼯夫

プラ鉢の底をくりぬいた
センサー周り

温⽔チューブ
75mm 使⽤



①給⽔機の⾼さを園芸棒で変更するなら
結束バンド⽤固定⽳の増設

②昇降機の⻑さ延⻑で
落差をカバーできるかも

③極端な２〜３ｍの落差に
対応出来たら 嬉しい

私の改善要望(スイマセン) ④センサーの⼟中差し込み
部分の改善と結束バンド⽤
⽳の増設



落差
２ｍくらい

⽔路

③極端な２〜３ｍの落差に
対応出来たら 嬉しい

塩ビ管
150mm

設置できなかった⽔⽥と⽔路の関係



3-2,農匠⾃動給⽔機の設置・活⽤状況、課題と解決策
⽔管理の課題と⼯夫

High light
3か所の⽔⽥の⽔管理 早朝から 最低２回（給⽔と⽌⽔）が 給⽔機の動作確認１回
⽔持ちの悪い⽔⽥が 疎植（37株）で⼀株35本以上の茎数確保
（センサーの取付が出来なかった⽔⽥は茎数の確保が思うように出来なかった）

75mmの温⽔チューブを使⽤することで⽔持ちの悪い⽔⽥でも 除草剤の効果を下げずに⼊⽔出来た
(30aまでの⽔⽥が限界かも・・・)

Low light
センサー周りに波除容器を設置 〜表層剥離の汚れが付着し センサーの誤作動あり（給⽔できなかった）
⼊⽔⼝?（放⽔⼝)⽥⾯が掘れてしまう 〜破損した苗箱を半分にして敷いて対応（ダイヤカット箱 ⽳を少し拡げて

割りばしを適当に数か所に差し込む ⽔流を弱めゴミもキャッチ）
要望

⽤⽔路の落差⾼と昇降管の⻑さ 〜落差が⾼いと⽌⽔が不完全 ⼟台の⻑さを変えるか 昇降管の⻑さを⻑くする
その場合 巻き上げ揚⼒（モーターに負荷が掛かる︖）
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2,秋⽥県にかほ市の稲作について、課題
3,農匠⾃動給⽔機の設置・活⽤状況、課題と解決策

⽔管理の課題と⼯夫
4,今後必要と思う稲作分野の技術開発、アイディア



4,今後必要と思う稲作分野の技術開発、アイディア

本当に漠然としたものです・・・

・苗箱の⽔管理とハウス開閉管理を⾃動で出来ないか

数か所の箱中の⽔分量と表層部の温湿度 任意の⾼さの温湿度を測定し散⽔量と
ハウス管理の⾃動化

・代掻きの⾼低差 容易に修正出来ないか

トラクター左右に⽔平感知機能と均し後の⼟⾯の⾼さ測定の組合せで ⽥⾯の均
平を確保



左右のバランス差
で均⼀度を調整

市販されている
レーザー距離計
使⽤

・代掻きの⾼低差 容易に修正出来ないか
トラクター左右に⽔平感知機能と均し後の⼟⾯の⾼さ測定の組合

せで ⽥⾯の均⼀を確保

※⽥⾯が柔らかいため
全体の⾼低差を把握す
る程度︕︖



・苗箱の⽔管理とハウス開閉管理を⾃動で出来ないか

数か所の箱中の⽔分量と表層部の温湿度 20cm程の⾼さの温湿度を
測定し散⽔量とハウス管理の⾃動化

20.1℃
85%

測定箇所





ライブスト
リーミング
⼤潟村
5⼈⽬

YouTube

どちらも CTRL＋クリックで 再⽣

⾃⼰紹介 おまけ︕



農匠⾃動給⽔機の
使⽤状況と研究内容の紹介

新潟県農業総合研究所作物研究センター
林 賢太郎



作物研究センターの概要
• 所在地 新潟県⻑岡市⻑倉町857

• 設⽴ 明治28年（1895年）

• 研究員数 育種科 ９名 栽培科 12名（2021年4⽉現在）

• 組織体制
育種科 育種科⻑ 新品種開発チーム

原種⽣産管理チーム
栽培科 栽培科⻑ ⾼品質栽培チーム

⽔⽥⾼度利⽤チーム
病害⾍チーム

センター⻑



新潟県の農業の概要

広報誌 にいがたの農林⽔産業 より

• 全耕地⾯積のうち、⽥は９割を占める。
• 農業算出額のうち、⽶は６割を占める。



新潟県の農業の概要

広報誌 にいがたの農林⽔産業 より

• ⽶では、近年の異常⾼温による品質低下の回避が⼤きな課題
• 本県の強みである⽶に加え、新たな経営の柱として園芸の取組・拡⼤を推進

しています。



１農匠⾃動給⽔機の設置状況 設置ほ場
○主な⽬的
• 所内ほ場：⾃動給⽔機による⽔位設定に関する試験

（県指針の⽔管理が実現可能かなどを調査）
• 現地ほ場：使い勝⼿や省⼒化効果の確認

○設置台数
• 所内３ほ場（区画４a）と現地２ほ場（区画20a程度）に１台づつ設置

図 ⽔管理の概要（新潟県⽔稲栽培指針より）



○⽤⽔の状況
• 所内ほ場

常時取⽔可能

• 現地ほ場
ほ場脇の⽔路に⽤⽔路から取⽔

図 所内ほ場 図 現地ほ場

１農匠⾃動給⽔機の設置状況 設置ほ場



２⾃動給⽔機の設置状況 設置作業
○コシヒカリ移植後に設置（所内：５⽉下旬と現地：６⽉上旬）

○作業時間 1名で１台30分（最初）
慣れると２名で２分程度

○設置時のトラブル
• ⽀柱の位置合わせに⼿間取る
• 給⽔管の塩ビパイプとの位置が近いと動かない
• パイプから出るホースが40cm以上だと

開にしても、ホースの先端が折れて⽔が⼊らず。



• ホースは、マックスフローSD100及び125を使⽤
• 接続パイプ 所内：VU75 現地：VU100
• ホースとパイプの間が空いて隙間ができることを防ぐため、

塩ビパイプにソケットを繋いで、さらに防⽔補修テープを巻き、
隙間をなくしてからホースをつけ、スパイラルバンドで固定した。

防⽔補修テープ
２巻程度

２⾃動給⽔機の設置状況 設置作業



３⾃動給⽔機の活⽤ 中⼲しまで
• ⽔位センサを下限１センチ〜上限４センチ程度に設定
• ゼロ点の設定：・⽥⾯の半分程度が⾒える状態を⽔位ゼロとおく

・ほ場内⽔位を４点程度測定した平均をゼロとおく

図 移植後20⽇後頃のほ場の様⼦

図 ⽔位調査⽤メジャー図 ２〜４cm深設定
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中⼲しまでの⽔位は慣⾏（⼿動）とほぼ変わらなかった。

図 ほ場内⽔位の推移（所内）
５⽉25⽇〜６⽉10⽇まで１⽇１回17時頃測定した結果

⾃動給⽔① ⾃動給⽔② 慣⾏① 慣⾏②

3.4±1.0 3.8±1.1 3.5±1.5 4.0±1.2 

降⾬21mm/⽇表 期間中の平均⽔位±SD(cm)

３⾃動給⽔機の活⽤ 中⼲しまで



降⾬後に⽤⽔路の⽔位上昇によるオーバーフローが発⽣（現地）

３ ⾃動給⽔機の活⽤ 中⼲しまで



４⾃動給⽔機の活⽤ 中⼲し時（溝切り後）
○⾃動給⽔機の状態は、「停⽌」
○ほ場全体に⽔がスムーズにいきわたるよう、かつ⽔⼝付近の⽔の滞留を

抑えるため、溝に直接⽔が⼊るようにした

図 溝切り後のほ場の様⼦
（落⽔ 6/10〜溝切り 6/14〜中⼲し終了 7/3）

図 ⽔⼝部の様⼦



５⾃動給⽔機の活⽤ 中⼲し後〜登熟期
○県指針の飽⽔管理を再現できるかを実証したい

飽⽔管理：⽔尻は⽌⽔し、⾃然減⽔で⽥の⽔がなくなり、溝や⾜跡
の底に⽔が残っている箇所が散⾒されたら、かん⽔する。

○課題
⾜跡に⽔が残る状態をどのように検知するか。
⇒溝または塩ビパイプ内の⽔位を指標として

制御できないかという切り⼝で試験を実施中。

図 ⾜跡に⽔が残った状態



６他に気づいた点など

○中⼲し後の⼊⽔時に⽔が⼊っていなかったことがあった。
フロートセンサー部が汚れており、洗浄したら直った。
中⼲し後頃に⼀旦センサー部の泥を落とすなどメンテナンスが
いる⇒センサー部のメンテナンスがしやすい構造

○ホースやパイプのつまりは今のところなし

○ほ場内に設置してあるため、収穫前に撤収予定 ⇒ 労⼒



ご清聴ありがとうございました



連絡事項

今後のスケジュール

連絡方法、LINE投稿等について

noshonavi©2021
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今後のスケジュール： 2021～２０２３年

時期 実施内容

8月末 第1回調査票回答〆切

9月上旬～10月末 第2回調査票の配布・回答

１２月 Web研修会の開催

1月～ 新規モニター募集の開始
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LINE
オープンチャット
農匠自動給水機

連絡方法： メーリングリスト（ML）, LINE

 LINEオープンチャット
農匠自動給水機（みらいプロジェ
クト）に参加

【LINEアカウントあり】
1. スマホでQRコードを読み、URL

をクリック
2. LINEアプリで参加をクリック

 nsp ML
• nsp@ml.noshonavi.co.jp

• モニター参加者と事務
局スタッフが登録

• 参加者同士の情報交換

• 設置ノウハウ（動画・写
真）の共有

 unei ML
• mirai-unei@ml.noshonavi.co.jp

• 事務局スタッフ（農匠ナ
ビ、サタケ、GM）が登録

• 参加者からの問い合わ
せへに対応

【LINEアカウントなし】
1. スマホでQRコードを読み、URLをクリック
2. 案内に沿ってLINEアプリをダウンロード
3. アカウントの新規登録
https://guide.line.me/ja/signup-and-migration/line-signup.html
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LINEグループへの投稿

写真・動画の投稿

• 現場で給水機の写真・動画を撮影

• 農匠LINEグループへ投稿

メッセージの投稿

• 水管理の悩み・アイディア

• 農匠ナビスタッフ、参加者からの
回答

参加者同士でノウハウを共有・参照

稲作農家の繋がりと技術の強化

画像投稿をクリック
投稿する画像を選択

位置情報の
投稿も可能
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 右記QRコードのWebアンケートから、回答の入
力をお願いいたします。追加の質問がございまし
たら、質問・要望欄にご記入ください。

 後日、メーリングリストにて、本日の発表資料と動
画のURLをご案内いたします。

 第3回研修会にて、皆様にお会いできることを楽
しみにしております。

 お時間のある方は、この後の交流会にご参加くだ
さい！

第2回研修会にご参加いただき、ありがとうございました。

農匠ナビみらいプロジェクト 運営スタッフ一同
2021年8月6日

Webアンケート
（Google Form）
https://forms.gle/bt
PSD7Kzod7E1DRv9
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